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	一般会計
	特別会計

	令和７年度当初予算額
	１４億８，５５８万３千円
	―

	令和６年度当初予算額
	１３億６，９０１万４千円
	―

	令和６年度最終予算額
	１２億９，６４０万２千円
	―

	前年比(Ｒ７当初／Ｒ６当初)
	１０８.５％
	―


［ 一 般 会 計 ］
		上段：令和７当初
中段：令和６当初
下段：令和６最終

　　　　　　　　　　
	事　　業　　名
	事　　業　　費
	事　業　内　容　の　説　明

	
大阪広域データ連携基盤
運用事業費
≪一部新規≫
	
4億8,381万2千円
4億5,688万2千円
4億5,343万9千円
	
　大阪のスマートシティの実現に不可欠な社会インフラである「大阪広域データ連携
基盤(ORDEN)」の運用及びユースケースの
創出等による活用促進に取り組む。
また、府民に対する行政サービスの向上のため、個人に合わせた最適な情報発信や
オンラインによる行政手続等を提供する
「my door OSAKA(マイド・ア・おおさか)」
の運用及びサービスの充実による活用促進に取り組む。
【４ページ　主要事業１参照】


	
大阪広域データ連携基盤
活用促進事業費
≪一部新規≫
	
3,008万円
464万円
464万円
	
自治体におけるデータ連携基盤の広域
共用化を推進するため、「大阪広域データ
連携基盤(ORDEN)」の持続的な運営組織体
制の構築等に向けた取組を行う。
【５ページ　主要事業２参照】


	
スーパーシティ
推進事業費
≪一部新規≫
	
3,443万6千円
413万6千円
329万6千円
	
スーパーシティのさらなる推進を図るため、夢洲地区、うめきた２期地区の取組成果を踏まえ、スーパーシティにふさわしい新たなエリア・企業等からの提案を募り選定し、大阪府市が公的に関与していく仕組みの確立に向けた検討等を行う。
【６ページ　主要事業３参照】




	事　　業　　名
	事　　業　　費
	事　業　内　容　の　説　明

	
次世代スマートヘルス
スタートアップ創出事業費
	
1億   12万9千円
6,030万7千円
6,030万7千円
	
万博の機を捉え、次世代スマートヘルス
分野のスタートアップ企業が開発した
治療・予防アプリ等の社会実装機会の拡大支援等を行う。
【７ページ　主要事業４参照】


	
スマートシニア
ライフ事業費

	
917万1千円
2,777万8千円
2,253万9千円

	
高齢者が健康で便利に生活できるように、
デジタル端末を活用した公民連携サービスプラットフォームの運営を行う。
また、万博レガシーとして、民間企業への
サービス移管に向けた協議・調整を進める。


	
スマートシティ戦略推進
事業費補助金
	
5,021万3千円
5,021万3千円
3,427万5千円

	
市町村が行う新規性や先導性を有する
モデル事業（スマートモデル事業）や複数企業と複数市町村のプロジェクト（n対nサービス事業）、複数市町村でのシステム共同調達にかかる費用の一部を補助する。
また、府域全体でのデジタル改革の
加速化に向けて市町村が共同でデジタル
人材を確保する取組に対する支援を行う。























スマートシティ戦略部　令和６年度一般会計補正予算（第６号）案の概要




	
	一般会計
	特別会計

	補正額
	△７，２６１万２千円
	―

	補正前予算額
	１３億６，９０１万４千円
	―

	補正後予算額
	１２億９，６４０万２千円
	―


［ 一 般 会 計 ］
上段：補正額
中段：補正前予算額
下段：補正後予算額

　　　　　　　　　　
	事　　業　　名
	事　　業　　費
	事　業　内　容　の　説　明

	
スマートシティ戦略推進
事業費補助金
	
△1,593万8千円
　5,021万3千円
3,427万5千円
	
スマートシティ戦略推進補助金の執行見込額が当初予算額を下回ったことに伴う減額補正。


	
スマートシニア
ライフ事業費
	
△523万9千円
2,777万8千円
2,253万9千円
	
スマートシニアライフ事業の執行見込額が当初予算額を下回ったことに伴う減額補正。


	
大阪広域データ連携基盤
運用事業費
	
△344万3千円
　4億5,688万2千円
4億5,343万9千円
	
大阪広域データ連携基盤運用事業の執行見込額が当初予算額を下回ったことに伴う減額補正。
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